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研究成果の概要（和文）：フランス革命期に革命戦争によりフランス領となった「併合地」に対

し、「公教育組織法」（1795 年）に基づいて施行された公教育について、フランス国立古文書館

所蔵手稿史料および当時の「併合地」の古文書館所蔵手稿史料を用いて検証し、「公教育組織法」

の受容状況（積極的・消極的）が、「併合地」の歴史的、社会文化的背景によりきわめて異なっ

ていたことを明らかにした。また、国内および「併合地」における公教育の実施状況を総合的

に捉えることで、革命期教育史の実態をより体系的に解明することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research aims at delighting the operating process of the public 
instruction law (1795) in the annexed territories during the war of the French revolution by 
analyzing previously unused manuscripts sources of the National Archives of France 
(Archives Nationales, Paris) and the National Archives of Suisse (Archieves d’Etat, 
Geneve) . Through closed examination of these scores, this research pointed out the process 
in which the public instruction was organized in these territories. It revealed the profound 
differences between the official policy and the actual process of the instruction. The 
differences stem out of the historical and socio-cultural backgrounds of each territory.  
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科学研究費補助金研究成果報告書 
１．研究開始当初の背景 

（1） 本研究が対象とするフランス革命後期、総

裁政府期（１７９５～１７９９年）においては、共和

三年憲法の採択（１７９５年）と、革命後初の公教

育法制である「公教育組織法」（通称ドヌー法）

の成立をうけて、公教育の整備が本格化した時

期であった。この時期は、革命戦争による占領

地（ベルギー、ルクセンブルク等）がフランス領と

して併合された時期でもあったため、「併合地」も

含めたフランスのすべての県に対して、総裁政

府は極めて精力的に公教育の整備に取り組ん

でいた。フランスのすべての県に設置された「エ

コール・サントラル」は「併合地」にも設置されて

おり、内務大臣によるすべての教師・学校を対

象とした「公教育実態調査」は「併合地」の教師・

学校に対しても行われていた。また、「併合地」

からも、学校設立要求を始めとする公教育につ

いての様々な請願・要望が総裁政府へと送られ

ていた。しかしながら、こうした総裁政府期の「併

合地」における公教育の実態については、フラ

ンスの研究者によってもほとんど研究が行われ

ないまま今日にいたっている。 

 

（2） 総裁政府期の「併合地」における公教育の

実態研究が進められていない最大の原因は、総

裁政府期の公教育についての刊行史料が存在

しないという点にあった。これまで革命期公教育

研究の主要史料とされてきたギョーム編の史料

集は、フランス革命の前半の時期、すなわち、立

法議会期（１７９１～１７９２年）と国民公会期（１７

９２～１７９５年）に設置された公教育委員会関係

の史料を集めたものであったからである。つまり、

革命後期の総裁政府期の公教育については、

この史料集によっては知ることができなかった。

ところが実は、公教育の組織作業が本格化した

のは、前述のとおり、総裁政府期のことであった。

したがって、刊行史料の存在する革命の前半期

についてのみ研究が行われてきたことは、革命

後半期の公教育の実態についての研究の空白

を生んだばかりでなく、前半期に盛んであった

公教育をめぐる理論上の論争にばかり研究の関

心が向けられる結果となったのである。このため、

革命期の公教育史全体についても、従来、「理

論」面については、近代公教育の理念を構築し

たとして高く評価されてきたものの、「実態」面に

ついては、なにも残さず、むしろ教育の断絶・混

乱を生んだという否定的な評価が行われる傾向

にあった。つまり、革命期公教育の刊行史料の

あり方は、革命期公教育全体の評価にまで大き

な影響を与えてきたのである。 

 

（3） 総裁政府期における「公教育組織法」の施

行実態が知られていなかったことは、革命戦争

「併合地」に対する公教育の施行状況について

の研究の空白ももたらしていた。このため、革命

前半期の公教育論議おける公教育の理念が、

果たして「併合地」への教育においても貫徹され

たのかどうかといった重要な問題も扱われること

がなかった。したがって、総裁政府期の「併合

地」における「公教育組織法」の施行状況を解

明することは、理論と実態の両面から革命期の

公教育の全容を明らかにする上でも不可欠の作

業である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、フランス革命期に、革命戦争により

フランス領となった「併合地」（スイス（西部）、ベ

ルギー、ルクセンブルク、ドイツ（ライン左岸））に

対し、「公教育組織法」（ドヌー法、１７９５年）に

基づいて施行された公教育の実態を、フランス、

スイス（西部）の古文書館所蔵手稿史料を用い

て解明し、革命期公教育政策のもっていた啓蒙

期コスモポリタニズムの継承という側面、１９世紀

ナショナリズムの先駆という側面、またそのいず

れでもない革命期固有の特徴を検証し、従来、

理論面のみの研究にとどまっていた革命期の公

教育について、併合地も視野に入れて、理論と

実態の両面から全容を明らかにしようとするもの

である。 

総裁政府期における「併合地」の公教育関係

の史料については、フランス人研究者たちによ

っても存在を疑問視されてきたのだが、申請者

は、それらが「併合地」の地方行政文書関係史

料としてまとまったかたちでは存在しないものの、

フランス国立古文書館の閲覧特別許可の必用

な内務省関係手稿文書のなかに、別々の箱に

分かれて納められた状態で、ほぼすべての「併

合地」について存在することを発見した。また、

スイス（西部）等についても、「併合地」時代の公

教育についての史料が残されているが、その研

究は当該地域の研究者によっても行われていな

い。それゆえ、これらの史料の全容を解明し、フ

ランス側と「併合地」側の両方の史料に基づいて

「併合地」の公教育の実態について研究をすす

めることは、日本のみならず、フランス、さらには

スイス等においても高く評価される仕事であると

考えられる。 

フランス国外の史料も含めた未刊行史料に基

づく総裁政府期の「併合地」の公教育の実態の

解明は、日本の研究者によっても、フランスの研

究者によっても、明らかにされていなかった貴重

な成果をもたらすであろう。 

 

 



３．研究の方法 

本研究においては、「併合地」の公教育の実

態を解明するための原史料の調査・収集が重要

であるので、フランス国立古文書館所蔵「内務

省公教育手稿史料」について「併合地」の公教

育関係の史料を調査・収集することに重点がお

かれる。 

 

(1) 平成１９年度 研究計画・方法 

①フランス国立古文書館所蔵「内務省公教育手

稿史料」の「併合地」の公教育関係史料につい

ての調査・収集・分析・・・フランス国立古文書館

において「内務省公教育手稿史料」の「併合地」

の公教育関係の史料の調査をすすめ、収集す

る。その際、収集した史料を「デジタル・カメラ」

により撮影し、「併合地」の公教育関係史料を関

連付け、全体の目録を作成できるよう整理し、読

解・分析を行うとともに、データ・ベース化を図

る。 

 

② 「エコール・サントラル」は、革命前のコレー

ジュからナポレオン体制のもとでのリセの制度へ

とエリート養成のための学校教育制度が転換し

ていく中で、最も重要な学校制度として橋渡しの

役割を演じたとされているが、「併合地」からもエ

コール・サントラル設立の請願は多数寄せられ

ており、実際に、１７９５年から９９年までの間に、

すべての「併合地」において各県に一校、エコ

ール・サントラルが設立されている。こうしたエコ

ール・サントラルは、ナポレオン体制下にはリセ

となり、その地域の重要な教育期間であり続けた

ので、史料の残存状況もよいと考えられるが、

「併合地」のエコール・サントラルの実態につい

ては、これまでほとんど研究されていないので、

手稿史料をもとに解明につとめる。 

 

（2） 平成２０年度 研究計画・方法 

 平成１９年度に行ったフランス国立古文書館所

蔵の「併合地」公教育関係の史料の分析をもと

に、当時の併合地域であった、スイス西部、ベル

ギー、ルクセンブルク、ドイツ西部の公教育につ

いての見取り図を作成し、当該地域の古文書館、

地方文書館での史料の調査・収集を行い、両者

の総合的な分析を行う。 

 

① フランス国立古文書館で収集した史料の読

解・分析・・・収集した史料の読解に着手するとと

もに、史料の分析に必要な、革命戦争および革

命期の占領地政策(併合地政策)、啓蒙期のコス

モポリタニズムや 19 世紀のナショナリズムとの関

係についての先行研究を検討し、「併合地」の

状況についての理解を深める。また、比較のた

めに、フランス革命期に併合されたものの、その

後フランス領ではなくなり、１９世紀にふたたびフ

ランスの県となったサヴォワ（フランス領サヴォ

ワ）における公教育の実施状況についても検討

しておく。  

 

②フランス革命期「併合地」の公教育史料の調

査・収集・・・現在のスイス（西部）にあたる「併合

地」の公教育関係史料を、現地の古文書館、地

方文書館に赴いて、調査・収集する。これらの地

域においても、特に、「エコール・サントラル」関

係の史料は網羅的な収集につとめる。すなわち、

「併合地」の中でも、エコール・サントラルの設立

されたジュネーヴ、ポラントリュイといった都市に

ついては、エコール・サントラル関係史料ととも

に、併合前後の公教育関係史料を重点的に調

査する。 

 

（3） 平成２１年度 研究計画・方法 

研究の最終年度にあたるので、平成２０年度

までに収集した「併合地」の公教育関係の史料

の読解・分析に必要な総裁政府「内務省」およ

び「公教育評議会」関係の人物の史料収集を行

い、総合的見地から史料を分析して研究をまと

め、刊行する。 

 

①フランス国立古文書館所蔵「内務省公教育手

稿史料」の「併合地」の公教育関係の史料の収

集の補完・・・前年に調査・収集した史料の分析

をすすめるなかで、新たに補完すべき史料の存

在が明らかになると思われるので、その調査・収

集を行い、「併合地」の側の史料と照らし合わせ

て、さらに、分析・検討を行う。 

 

②収集した手稿史料および、関連する刊行史料

のデータ・ベース化・・・手稿史料とともに、関連

する公教育関係の刊行史料についても「スキャ

ナ」による読み込みでデジタル化・整理して、関

係史料全体の総合的なデータ・ベース化に着手

する。 

 

③総裁政府における公教育の実施に際して重

要な役割を演じた人物の研究・・・ラカナル、ドヌ

ー、ボワシ・ダングラ、フランソワ・ド・ヌフシャトー、

シャプタルに重点をおいて、史料の収集につと

める。フランス国立図書館の貴重書コレクション

に収蔵されているものを中心に収集し、分析す

る。 

 

４．研究成果 

（1）総裁政府期の「併合地」の公教育組織作業

を解明するにあたっては、未刊行史料の収集・

分析が重要であるため、フランス国立古文書館

所蔵「内務省手稿史料」の中に残されている「併



合地」の公教育関係史料の全容調査に着手し、

「併合地」での公教育が公教育組織法に基づい

てどのように実施されたのか、「併合地」ごとに実

施状況の相違はみられるかといった点に注意し

つつ、史料の収集・分析を行い、スイス西部、ル

クセンブルク、ドイツ西部の公教育の施行状況に

ついて全体像の解明につとめた。ただし、いくつ

かの併合地については、フランス国立古文書館

における史料の残存状況が必ずしもよくないこと

も明らかとなった。またフランス国立古文書館の

「エコール・サントラル」関係の史料は網羅的な収

集につとめた。 
 
（2）「併合地」の中でもエコール・サントラルが成

功を収めたポラントリュイ（スイス）については、フ

ランスの公教育法制の施行に積極的であった背

景を解明するため、エコール・サントラル関係史

料とともに、併合前の教育関係史料も調査・収集

し、当該都市の歴史的、社会文化的背景の分析

を行った。 

 
（3）これまでの調査で、革命期の公教育が併合

地全般において実際に施行されていたということ、

施行に際してきわめて積極的であった地域と消

極的であった地域にはっきりと分かれるということ

を実証することができた。この問題の分析を深め

るため、革命期「併合地」時代に複数の県が設

けられていたスイスの国立古文書館（ジュネー

ヴ）で調査を行い、「併合」前の教育状況、「併

合」後の公教育の状況についての史料を収集し、

公教育組織法に基づく「併合地」内での公教育

の実施状況が当該地域にすでに存在した教育

制度(大学、コレージュなど) をどのように継承・

廃絶したのかという点を中心に分析をすすめ

た。 

 

（4）施行に際してきわめて積極的であった地域と

消極的であった地域の差異の社会文化的背景

についての比較調査・研究の必要も痛感された

ので、スイス西部地域（現在のフランス語圏だけ

でなくドイツ語圏も含む）について、それぞれの

地域の古文書館にも赴いて史料の調査・収集を

行い、これらの史料と、当該地域の歴史的、社会

文化的背景の分析をすすめた。これまでの成果

を書籍としてまとめ刊行するため、平成 21 年度

の科学研究費「研究成果公開促進費」を申請し、

採択された。 
 
（5）フランス革命期の併合地において、政治的側

面の影響関係ばかりではなく、文化的側面での

影響関係が広く展開されていたという本研究から

導かれたもうひとつの見通しについては、ドイツ、

ベルギー、スイスの研究者の協力を得ながら、さ

らに史料収集を進めて研究を深めていくこととし

たい。 
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